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仏教では
「財」について
どう説いてるの？

仏教学者・中村元先生のご解釈
は・・・・



「財の集積は人生の
望ましい目的の一つ」





それはなぜか？

「蓄えた財で人々に福利を

わかち与えることを
めざすから」







鎌倉にある金運のパワースポットといわれる橋、
「東勝寺橋（とうしょうじばし）」にはこんな言い
伝えがあります。
昔、あるお侍さんの一行がこの橋を通りか
かった時、家臣の一人が川に誤ってお金を落と
してしまいました。夜だったため、川の中をいく
らのぞき込んでもお金は見つかりません。
そこでお侍さんは、その家臣にお金を渡し、
「これでタイマツを買ってきて、川の中を探しな
さい」と命じます。

損得勘定をこえたお金の使い方
手相占いで有名な島田秀平さんの話



しかし、渡された家臣は当惑しました。
というのも、お侍さんがタイマツ代として渡し
たお金は、落としたお金よりも額が大きかった
からです。
「タイマツを買って川を探し、落としたお金が
見つかったところで損をしてしまいます……」。
そう家臣が伝えると
お侍さんは
こう答えたそうです。

得かしら・・・
損かしら・・・



「お金を探すためにタイマツを買えば、
タイマツを売る商人が少しだけ潤う。
そして、タイマツを使って、
落としたお金が見つかれば、
そのお金でいずれ何かを買うこと
で、世の中にお金を巡らせることに

なる。今落としたお金を
捨て置けばなんにも
生み出さないが、タイマツを
買ってお金を探し出すことで、
世の中に巡るお金が増えるのだ」。



お金は、
使う人の心一つ
で生きもすれば
死にもする









世界中の命が
脅かされている

人間の活動を
見直さね
ば・・・

















予告


